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第3四半期 実績（連結）

1,558 100.0% 1,409 100.0% 149 10.6% 1,182 100.0% 376 31.8%

811 52.0% 809 57.5% 1 0.2% 655 55.4% 156 23.8%

747 48.0% 599 42.5% 148 24.8% 527 44.6% 220 41.7%

498 32.0% 463 32.9% 34 7.5% 380 32.2% 118 31.1%

248 16.0% 135 9.6% 113 83.8% 147 12.5% 101 69.0%

233 15.0% 154 10.9% 79 51.4% 149 12.6% 83 56.1%

210 13.5% 139 9.9% 70 50.5% 152 12.9% 57 37.6%

Q3 22/3期

親会社株主に帰属する
四半期純利益

営業利益

経常利益

販売費及び一般管理費

Q3 23/3期

売上総利益

単位：百万円
百万円未満切捨て

売上原価

売上高

増減

前年同期前四半期

Q2 23/3期 増減



5

バランスシート（連結）

Q2 23/3期 増減 Q3 22/3期 増減

流動資産 2,011 1,946 65 1,262 749

現金及び預金 1,299 1,358 ▲59 673 625

売掛金 480 458 21 381 98

商品等 53 59 ▲6 38 14

その他流動資産 184 73 110 173 10

貸倒引当金 ▲5 ▲4 ▲1 ▲5 ▲0

固定資産 723 662 60 511 212

有形固定資産 144 128 15 117 27

無形固定資産 272 272 ▲0 191 80

投資その他 306 261 45 202 104

繰延資産 0 0 ▲0 3 ▲2

資産合計 2,735 2,610 125 1,776 959

流動負債 1,328 1,431 ▲102 1,019 308

買掛金              511 435 76 424 87

前受収益 108 116 ▲7 112 ▲3

借入金 - - - - -

その他流動負債 707 879 ▲171 483 224

固定負債 70 66 3 39 31

負債合計 1,398 1,497 ▲99 1,059 339

純資産 1,337 1,112 224 717 619

負債純資産合計 2,735 2,610 125 1,776 959

単位：百万円
百万円未満切捨て

Q3 23/3期
前四半期 前年同期
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キャッシュ・フロー計算書（連結）

Q2 23/3期 増減 Q3 22/3期 増減

284 211 73 ▲165 449

▲91 ▲33 ▲57 ▲29 ▲62

- - - - -

▲2 1 ▲4 0 ▲3

190 179 11 ▲193 384

1,108 929 179 867 241

1,299 1,108 190 673 625

単位：百万円
百万円未満切捨て

営業活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期末残高

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物に係る換算差額

投資活動によるキャッシュ・フロー

Q3 23/3期
前四半期 前年同期
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FY2020 FY2021 FY2022

755
802

862

1,076 1,056
1,147 1,182

1,247
1,353

1,558

売上推移

四半期売上
百万円

FY2021よりイネイブラー事業

最終消費者（個人及び
法人）に通信サービス
を提供する事業

FY2021よりMVNO事業

MVNO、銀行、メーカー等
に彼等が実現したいことを
下支えする（イネイブルす
る）事業

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

1,409(百万円未満切捨て)



日本通信の事業戦略

ローカル4/5G
（ローカル携帯網による通信事業）

SIM事業
（携帯通信事業）

FPoS
（スマートフォンで利用するデジタルID事業）

FPoS:  Fintech Platform over SIM、エフポス

スマホで安全・安心な金融取引等を実現できる当社の特許技術

2016年1月22日 新事業戦略 発表
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構内PHSの置き換え需要
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トラストフレームワーク

身元確認保証レベル
（IAL)

当人認証保証レベル
（AAL)

トラストサービス保証
レベル（TAL)

識別属性を対面で確認する
必要がある。
検証担当者は有資格者であ
る必要がある。

レベル２に加えて、ハード
ウェアベースおよびなりす
まし耐性を持つ認証子の利
用が推奨

国が認定

識別に用いられる属性をリ
モートまたは対面で確認す
る必要がある。

2要素認証、NIST/FIPSで認
可された暗号化手法の利用
が必須

民間の第三者機関が認定

身元確認が不要であり、自
己申告の登録でよい。
メールアドレスの到達確認
などで身元確認が実施可能
である。

1要素もしくは２要素による
認証

自己が監査

トラストサービスを構成する３つの要素と保証レベル

レベル
３

レベル
２

レベル
１

※NIST SP800-63によるIALのレベルごとの
定義

※NIST SP800-63によるAALレベルごとの
定義

※デジタル庁トラストを確保したDX推進サ
ブワーキンググループ報告書（2022年7月29
日）による分類提案
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トラストフレームワーク
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可された暗号化手法の利用
が必須

民間の第三者機関が認定

身元確認が不要であり、自
己申告の登録でよい。
メールアドレスの到達確認
などで身元確認が実施可能
である。

1要素もしくは２要素による
認証

自己が監査

トラストサービスを構成する３つの要素と保証レベル

レベル
３

レベル
２

レベル
１

※NIST SP800-63によるIALのレベルごとの
定義

※NIST SP800-63によるAALレベルごとの
定義

※デジタル庁トラストを確保したDX推進サ
ブワーキンググループ報告書（2022年7月29
日）による分類提案

IAL2

AAL3 TAL3

FPoS



ダイナミック・オプトイン

いつでも、どこでも

安全にオプトイン（使用許諾）
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地域ベースのFPoS採用への取り組み

行政 医療 福祉 金融 決済 交通 教育 子育て 農業 観光 防災 物流 …

A県

B県

C県

D県

・
・
・

群馬県
前橋市

・
・
・

W県

X県

Y県

Z県

群馬県

北海道

江別市

群馬県

前橋市

FPoSがこれらの地域で様々な用途で使われる
ことが先例となり、他の地域に広がっていく
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銀行からのFPoS採用への取り組み

行政 医療 福祉 金融 決済 交通 教育 子育て 農業 観光 防災 物流 …

A県

B県

C県

D県

・
・
・

・
・
・

W県

X県

Y県

Z県

金融

銀行は地域DXの核となることが期待されている



＜ご注意＞
本資料に記載された見解、見通し、および予測等は、本資料作成時点での当社の判断によるものです。
当社では、これらの情報の正確性を保証するものではありません。また、今後の市場環境の変化等の
様々な要因により、今後の見通しおよび予測等が本資料とは異なるものとなる可能性があります。
何卒ご承知おきくださいますよう、お願い申し上げます。

本資料に記載されている会社名、商品名などは該当する各社の商標または登録商標です。

Secure & Reliable
Transportation of Data

安全･安心にデータを運ぶ

日本通信のミッション
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